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理
整

・

析
分

○自分たちの取組を模造紙や、プレゼンテーションソフト

等にまとめ、発表の準備をする。

・
め
と
ま

現
表

○家庭、学校、地域で取り組めることについて、まとめ、

発表する。

・学習発表会 ・学校公開 ・全校朝会、全校集会

◆伝える相手や目的に応じて、自

分の考えをまとめ、適切な方法

で表現している。  【思④】

〈ク　情報を活用し、発信しようと

する態度〉

７ 本時の展開例（省略）

８ 学習のつながり

９ 外部人材、地域資源等の活用

○「生産」、「加工」、「流通」、「消費」の各過程に従事する方を招いて直接話を聞いたり、

質問紙を送り回答してもらったりするなどの方法で食品ロスの実態や、食品ロス削減

の工夫などを調べるとよい。

○「循環型農業」、「わけあり商品出荷者」、「フードバンク」、「期限間近商品の活用」な

どに取り組んでいる方との連携を図ることも効果的である。

10 ホームページ等の資料

○農林水産省ホームページ 食品ロスとは

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/161227_4.html

○消費者庁ホームページ [食品ロス削減]食べもののムダをなくそうプロジェクト

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/

○特定非営利活動法人 「ハンガー・フリー・ワールド」ホームページ

https://www.hungerfree.net/about/

・食品ロスの削減の推進に関する法律

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/promote/

【理科】 ５年

「植物の発芽、成長、結実」

【社会科】 ５年

「我が国の農業や水産業における

食料生産」

【家庭科】 ５年

Ｂ 衣食住の生活（２）調理の基礎

Ｃ 消費生活・環境

（１）物や金銭の使い方と買物

（２）環境に配慮した生活

本単元

「豊かな恵みを未来につなげよう

～食品ロスの問題から考える～」

【社会科】 ４年

「人々の健康や生活環境を支える産業」

・廃棄物を処理する事業

21
〜
24

25
・
26

１ 単元の目標等

（１）目標

〇九州地方について、その地域的特色や地域の課題を理解する。

〇自然環境を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と、それに関連する他の

事象や、そこで生ずる課題を理解する。

〇九州地方において、自然環境を中核に設定した事象の成立条件を、地域の広がりや地

域内の結び付き、人々の対応などに着目して、他の事象やそこで生ずる課題と有機的

に関連付けて多面的・多角的に考察し、表現することができるようにする。

〇九州地方について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究

しようとする態度を養う。

（２）学習の流れ

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①九州地方について、その地

域的特色や地域の課題を理

解している。

②自然環境を中核とした考察

の仕方で取り上げた特色あ

る事象と、それに関連する

他の事象や、そこで生ずる

課題を理解している。

①九州地方において、自然環

境を中核に設定した事象の

成立条件を、地域の広がり

や地域内の結び付き、人々

の対応などに着目して、他

の事象やそこで生ずる課題

と有機的に関連付けて多面

的・多角的に考察し、表現

している。

①九州地方について、よりよ

い社会の実現を視野に、そ

こで見られる課題を主体的

に追究しようとしている。

３ 環境教育で育成する主な資質・能力（ＥＳＤの視点）

  【ウ 問題を捉え、その解決の構想を立てる能力（未来像を予想して計画を立てる力）】

   地方自治体の取組についての調査活動を通じて、九州地方の特色ある自然環境とそ

れぞれの地域の取組が持続可能な地域づくりに向けた取組であることに気付き、より

よい地域社会の在り方について多面的・多角的に考察する力を育む。

中学校社会科（地理的分野）　第２学年「日本の諸地域九州地方」

本単元では、九州地方において、「各地でどのような自然環境を生かした地域づくり

の取組が行われているのか」という問いを設定し、地方自治体の取組を調べる学習を

行う。問いを追究したり解決したりする活動を通して、九州地方の特色ある自然環境

やそれぞれの地域で持続可能な地域づくりに向けた取組があることを理解させる。ま

た、そこに暮らす人々の生活・文化や産業などに関する事象と関連付け、自然環境が

人々の生活・文化や産業などと深い関係をもっていることや自然災害に応じた防災対

策が地域の課題となることなどについて考察し、表現させていく。
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４ 環境教育で対象とする主な内容（ＥＳＤの構成概念）

  【Ｅ 共生社会の実現（連携性）】

地方自治体の取組についての調査活動を通して、九州地方の特色ある自然環境とそこ

に暮らす人々の生活・文化や産業などに関する事象を関連付け、環境の保全や持続可能

な地域づくりへの取組、九州地方の人々による自然との共生の在り方について理解する。

５ 主なＳＤＧｓとの関連

６ 学習指導計画（６時間）

次(

時) ○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

一
次

１

○地図を基に、九州地方の自然環境を概観し、

地形や気候の特色を捉える。

○シラス台地の分布と畜産業が盛んな地域の分布か

ら、自然環境と産業との関連について考える。

○九州地方の地域的な課題について考察し、

学習の見通しを立てる。

□ＩＣＴを活用し、九州地方の地形や気候に

関する資料を提示する。

◆九州地方の地域的な課題について、学習の

見通しを立てることができる。 【態①】

二
次

２

４

時
本

○第１時で見いだした九州地方を特色付ける

地理的事象から、学習課題を設定する。

○課題を設定するに当たり、鹿児島県における

自然環境を生かした地域づくりの事例を紹介

し、他の県についてグループで考察する。

○九州地方の都市ごとに地域づくりの取組が異な

るため、鉱産資源、火山、温暖な気候といった

自然環境の地域的特色に着目し、各地方自治体

の取組について調べる。

○自分が担当する地域の地域的特色や各地方自治

体の取組について、ワークシートにまとめる。

□九州地方の地域的特色を基に、第１時で見

いだした特色付ける地理的事象を振り返り、

整理する。

◆九州地方を特色付ける地理的事象について

理解している。        【知①】

◆各地方自治体の自然環境を生かした地域づ

くりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとしている。

【思①】

〈ウ　問題を捉え、その解決の構想を立てる能力〉

資料から九州地方を特色付ける地理的事

象を見いだす。

学習課題「各地で自然環境を生かしてど

のような地域づくりの取組が行われてい

るのか。」

九州地方各地の課題を踏まえ、（目標９）地域の産業振興を図

り、（目標 11）全ての世代の人々が住み続けられる地域にするた

め、様々な社会的事象を関連付けて、考察できるようにしてい

く。

三
次

５

○九州地方のそれぞれの地域における自然環

境を生かした地域づくりの取組について、

まとめたワークシートを基に説明し合い、

それぞれの取組の共通点に着目して、持続

可能な地域づくりについて考察する。

□調べた地域が異なるメンバーでグループを

編成する。

□まとめ方について助言し、関連図を作成さ

せたり、白地図に地理的事象の見られる位

置や分布、関連する地理的事象などを記入

させたりして、まとめさせる。

◆持続可能な地域づくりについて、九州地方

の社会的諸事象と関連付けて、多面的・多

角的に考察している。     【思①】

四
次

６
○九州地方の地域における課題とその課題を

解決するための方策を、レポートにまとめ

る。

◆問いを追究する活動を通して、九州地方の

地域的特色を考察することに必要な知識・

技能を身に付けている。    【知②】

７ 本時の展開例（２/６時間）

（１）本時の目標

各地方自治体の自然環境を生かした地域づくりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとする。

（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

○第１時で見いだした九州地方を特色付ける地理的

事象を振り返る。

○鹿児島県和泊町の取組を紹介し、地域の自然環境

と産業（観光）との関連について理解する。

〇九州地方の自然環境の特色と自治体の取組につい

て、各自で調べ、考えをまとめた後、グループで

話し合い、課題を設定する。

□和泊町の事例を通して、各自治体の取組と、

地域の自然環境と産業や伝統・文化との関

連について説明する。

◆各地方自治体の自然環境を生かした地域づ

くりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとしている。

【思①】

〈ウ　問題を捉え、その解決の構想を立てる能力〉

九州地方の地域的特色や取組について、考

察した過程や結果をまとめ、発表する。

学習課題「各地で自然環境を生かしてどのよう

な地域づくりの取組が行われているのか。」を

基に、九州地方の他の地方自治体の取組につい

て、調べる課題を設定する。

これまでの学習内容を踏まえ、九州地方を多面

的・多角的に捉え、様々な情報を関連付けて考

察した九州地方の地域的特色や地域の課題をま

とめ、新たな問いを考察する。



5959

第 

２ 

章    

実　
践　
編

４ 環境教育で対象とする主な内容（ＥＳＤの構成概念）

  【Ｅ 共生社会の実現（連携性）】

地方自治体の取組についての調査活動を通して、九州地方の特色ある自然環境とそこ

に暮らす人々の生活・文化や産業などに関する事象を関連付け、環境の保全や持続可能

な地域づくりへの取組、九州地方の人々による自然との共生の在り方について理解する。

５ 主なＳＤＧｓとの関連

６ 学習指導計画（６時間）

次(

時) ○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

一
次

１

○地図を基に、九州地方の自然環境を概観し、

地形や気候の特色を捉える。

○シラス台地の分布と畜産業が盛んな地域の分布か

ら、自然環境と産業との関連について考える。

○九州地方の地域的な課題について考察し、

学習の見通しを立てる。

□ＩＣＴを活用し、九州地方の地形や気候に

関する資料を提示する。

◆九州地方の地域的な課題について、学習の

見通しを立てることができる。 【態①】

二
次

２

４

時
本

○第１時で見いだした九州地方を特色付ける

地理的事象から、学習課題を設定する。

○課題を設定するに当たり、鹿児島県における

自然環境を生かした地域づくりの事例を紹介

し、他の県についてグループで考察する。

○九州地方の都市ごとに地域づくりの取組が異な

るため、鉱産資源、火山、温暖な気候といった

自然環境の地域的特色に着目し、各地方自治体

の取組について調べる。

○自分が担当する地域の地域的特色や各地方自治

体の取組について、ワークシートにまとめる。

□九州地方の地域的特色を基に、第１時で見

いだした特色付ける地理的事象を振り返り、

整理する。

◆九州地方を特色付ける地理的事象について

理解している。        【知①】

◆各地方自治体の自然環境を生かした地域づ

くりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとしている。

【思①】

〈ウ　問題を捉え、その解決の構想を立てる能力〉

資料から九州地方を特色付ける地理的事

象を見いだす。

学習課題「各地で自然環境を生かしてど

のような地域づくりの取組が行われてい

るのか。」

九州地方各地の課題を踏まえ、（目標９）地域の産業振興を図

り、（目標 11）全ての世代の人々が住み続けられる地域にするた

め、様々な社会的事象を関連付けて、考察できるようにしてい

く。

三
次

５

○九州地方のそれぞれの地域における自然環

境を生かした地域づくりの取組について、

まとめたワークシートを基に説明し合い、

それぞれの取組の共通点に着目して、持続

可能な地域づくりについて考察する。

□調べた地域が異なるメンバーでグループを

編成する。

□まとめ方について助言し、関連図を作成さ

せたり、白地図に地理的事象の見られる位

置や分布、関連する地理的事象などを記入

させたりして、まとめさせる。

◆持続可能な地域づくりについて、九州地方

の社会的諸事象と関連付けて、多面的・多

角的に考察している。     【思①】

四
次

６
○九州地方の地域における課題とその課題を

解決するための方策を、レポートにまとめ

る。

◆問いを追究する活動を通して、九州地方の

地域的特色を考察することに必要な知識・

技能を身に付けている。    【知②】

７ 本時の展開例（２/６時間）

（１）本時の目標

各地方自治体の自然環境を生かした地域づくりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとする。

（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

○第１時で見いだした九州地方を特色付ける地理的

事象を振り返る。

○鹿児島県和泊町の取組を紹介し、地域の自然環境

と産業（観光）との関連について理解する。

〇九州地方の自然環境の特色と自治体の取組につい

て、各自で調べ、考えをまとめた後、グループで

話し合い、課題を設定する。

□和泊町の事例を通して、各自治体の取組と、

地域の自然環境と産業や伝統・文化との関

連について説明する。

◆各地方自治体の自然環境を生かした地域づ

くりの取組について、九州地方の社会的諸

事象と関連付けて捉えようとしている。

【思①】

〈ウ　問題を捉え、その解決の構想を立てる能力〉

九州地方の地域的特色や取組について、考

察した過程や結果をまとめ、発表する。

学習課題「各地で自然環境を生かしてどのよう

な地域づくりの取組が行われているのか。」を

基に、九州地方の他の地方自治体の取組につい

て、調べる課題を設定する。

これまでの学習内容を踏まえ、九州地方を多面

的・多角的に捉え、様々な情報を関連付けて考

察した九州地方の地域的特色や地域の課題をま

とめ、新たな問いを考察する。



6060

第 

２ 

章    

実　
践　
編

８ 学習のつながり

  

９ 外部人材、地域資源等の活用

○都内に、九州地方のアンテナショップや東京事務所がある。これらを事前に取材し

て、資料収集や地域の実態をインタビューしておくとよい。

〇発表の際に、九州地方の各県の職員を招聘、又はテレビ電話等で中継し、アドバイ

スを受けることも可能である。

10 ホームページ等の資料

〇首相官邸ホームページ　ホストタウンの推進について

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/hosttown_suisin/

・和泊町交流計画の概要

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/hosttown_suisin/pdf/

Wadomari_Town_gaiyou.pdf

【社会科】

地理的分野

「日本の諸地域」

（九州地方 本単元）

【社会科】

地理的分野

「日本の地域的特色と地域区分」

「地域の在り方」

公民的分野

「国民の生活と政府の役割」

「世界平和と人類の福祉の増大」

【道徳科】

主として集団や社会との関わりに関すること

主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

【理科】

「科学技術と人間」

「自然と人間」

１ 単元の目標

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日常生活や社会と関連付けなが

ら、自然界のつり合いについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。

①自然界のつり合いについて、身

近な自然環境などを調べる観察、

実験などを行い、科学的に考察

して判断しているなど、科学的

に探究している。 いる。

①自然界のつり合いに関する事物

・現象に進んで関わり、見通し

をもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

３ 環境教育で育成する主な資質・能力（ＥＳＤの視点）

  【イ　環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度（つながりを尊重する態度）】

本単元では、微生物の働きを確かめる実験を計画、実行することで肉眼では見ること

ができない微生物の働きを調べる。また、身の回りの微生物の働きによって生ごみや落

ち葉などから堆肥をつくることや、水を浄化することができることなどを調べることで

身の回りの環境に興味・関心をもち、人間と自然環境との関わり方について認識を深め

させ、日常生活と社会とを関連付けながら自然環境の保全について、自ら関わろうとす

る態度を育成する。

４ 環境教育で対象とする主な内容（ＥＳＤの構成概念）

【Ａ　資源の循環（相互性）】【Ｃ　生態系の保全（相互性、責任性）】

生態系の保全に寄与して、自然と調和して生きようとすることを視点とした内容を扱

う。また、微生物の働きにより生ごみなどの廃棄物を削減し、さらに堆肥として活用す

ることで資源の再生利用のための資源の循環を視点とした内容を扱う。

中学校理科　第３学年「生物と環境　―自然界のつり合い―」

〇日常生活や社会と関連付けながら、自然界のつり合いについての基本的な概念や原理・

法則などを理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付ける。

〇自然界のつり合いについて、身近な自然環境などを調べる観察、実験などを行い、科

学的に考察して判断する。

〇自然界のつり合いに関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返った

りするなど、科学的に探究しようとする態度を養う。

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/hosttown_suisin/pdf/Wadomari_Town_gaiyou.pdf



